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｢
一
般
会
計｣

は
、
福
祉
・
教
育

な
ど
市
民
生
活
全
般
に
関
わ
る
基

本
的
な
事
業
を
行
う
会
計
で
、
徳

島
市
の
会
計
の
中
心
と
な
る
も
の

で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
一 
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
が
９
２
１
億
４
６
１

４
万
円
、歳
出
が
９
０
３
億
４
９

３
８
万
円
で（
左
グ
ラ
フ
参
照
）、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
事
業
に
充
て

る
財
源
を
差
し
引
い
た｢

実
質
収

支｣

は
、８
億
９
４
９
１
万
円
の

黒
字
、前
年
度
の
実
質
収
支
や
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
な
ど

を
除
い
た｢

実
質
単
年
度
収
支｣

で
は
、16
億
１
４
０
０
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
と
減
債
基
金
残
高
は
、

平
成
23
年
度
末
で
53
億
円
と
、
前

年
度
よ
り
２
億
円
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

歳
入
総
額
は
、
８
億
３
０
５
３

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
要
因
は
、
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
る
繰

入
金
が
７
億
９
０
２
４
万
円
増
加

し
た
ほ
か
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
が
11
億
８
０
５
９
万
円
増
加
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。一

方
で
、
法
人
市
民
税
の
減
少
な
ど

に
よ
り
市
税
全
体
で
は
10
億
７
１

５
４
万
円
減
少
し
た
ほ
か
、
普
通

交
付
税
の
減
少
に
よ
り
地
方
交
付

税
が
６
億
２
６
７
５
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

　

歳
出
総
額
は
、
15
億
６
８
１
０

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
要
因
は
、
子
ど
も
手

当
や
障
害
者
自
立
支
援
費
な
ど
に

よ
り
、
民
生
費
が
７
億
４
５
９
６

万
円
増
加
し
た
ほ
か
、
津
田
中
学

校
屋
内
運
動
場
増
改
築
事
業
や
図

書
館
移
転
拡
充
事
業
な
ど
に
よ
り

教
育
費
が
５
億
９
４
８
７
万
円
増

加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。一
方
で
、財
政
調
整
基
金
の

積
立
金
の
減
に
よ
り
、
総
務
費
が

５
億
１
１
７
５
万
円
減
少
し
た
ほ

か
、
長
期
債
の
元
金
や
利
子
の
償

還
金
の
減
に
よ
り
、公
債
費
が
１

億
９
２
５
７
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
は
別
に
、
保
険
料

や
使
用
料
な
ど
特
定
の
収
入
を
財

源
と
し
て
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
経
理
を
明
確
に
す
る
た
め
設

置
し
て
い
る｢

特
別
会
計｣

と
、
法

律
に
基
づ
い
て
地
方
公
共
団
体
が

経
営
す
る
水
道
や
バ
ス
事
業
な
ど

の｢

企
業
会
計｣

が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
全
体
の
歳
入
総
額
は

５
８
６
億
９
０
３
４
万
円
、
歳
出

総
額
は
５
７
４
億
９
３
５
５
万
円

歳
入
歳
出
差
引
額
は
11
億
９
６
７

９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が

食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
で
赤
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
21
年
度
に
経
営
健
全
化
計
画

を
策
定
し
、
経
営
の
健
全
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

総
収
益
は
１
６
３
億
７
９
５
４

万
円
、総
費
用
は
１
５
７
億
８
６

２
３
万
円
で
差
し
引
き
５
億
９
３

３
１
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
要
因
は
、水
道
事

業
、
市
民
病
院
事
業
に
お
い
て
前

年
度
に
続
い
て
黒
字
を
確
保
で
き

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

区　　分 総　収　益 総　費　用 純　利　益
中央卸売市場 4億6,780万円 4億9,583万円 △2,803万円
商業観光施設 2億120万円 2億1,241万円 △1,121万円
土地造成 1,677万円 525万円 1,152万円
水道 48億9,087万円 45億7,549万円 3億1,538万円

旅客自動車運送 11億794万円 10億7,104万円 3,690万円
市民病院 96億9,496万円 94億2,621万円 2億6,875万円

都市計画税の使途状況
　都市計画税（29億
2,258万円）は、総
合的なまちづくりを
行うため、街路や下
水道の整備など、都
市計画事業に要する
費用の一部として活
用されています。

都市計画事業に
係る市債償還
5億4,958万円

下水道事業
23億5,088万円

総額
29億2,258万円

街路事業
2,212万円

一般会計決算を市民１人当たりでみると・・・
（平成24年３月31日の人口256,430人で換算）

■納めた市税　　15万９千円　　■使われたお金　35万円

主な使い道

歳　出
903億4,938万円

一般会計決算額

その他 （6.4％）
59億3,311万円
基金からの繰入金、地方譲
与税、分担金や負担金など

その他 （4.2％）
38億1,795万円
商工費、農林水産費、
議会費など

民生費（42.8％） 
387億305万円
生活保護、高齢者や
障害者などの福祉
事業や保育所の
運営など

公債費 （11.0％）
98億9,587万円
借入金の返済

消防費 （2.6％）
23億6,528万円
消防の活動、施設の整備など

総務費 （8.6％）
77億6,283万円
市の管理経費や
コミュニティ振興、戸籍、
住民票の発行など

土木費（10.6％） 
95億6,705万円
道路や公園の整備、維持管理など

衛生費（10.6％）
95億3,708万円
ごみ・し尿の処理や
健診事業など

教育費 （9.6％）
87億27万円
小・中学校の
施設整備や運営など

歳　入
921億4,614万円

（　）は構成比

グラフ

市税（44.2％）
406億6,466万円
市民税や固定資産税、
軽自動車税など

国庫支出金
（17.9％）
165億53万円
市が行う事業に対する
国からの負担金や
補助金

地方交付税（9.5％）
87億3,592万円
市の財政力に応じて
国から交付されるお金

市債 （8.5％）
78億3,320万円

県支出金 （6.4％）
58億9,633万円
市が行う事業に対する
県からの負担金や
補助金

地方消費税交付金
（2.9％） 
27億1,731万円

諸収入 （2.5％）
22億7,963万円

使用料および手数料（1.7％） 
15億8,545万円
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特
別
会
計
の
決
算

歳
　
　
　
　
出

歳
　
　
　
　
入

企
業
会
計
の
決
算
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一
般
会
計

特
別
会
計･

企
業
会
計

258,684人
122,719人
135,965人
114,766世帯
191.62km2

（－82）
（－32）
（－50）
（＋14）

人口
男
女
世帯数
面積

平成24年10月1日現在（前月比）

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
、
市
民
生
活
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
決
算
は
、
そ
れ
ら
の
お
金
が
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今
号
で
は
平
成
23
年
度
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

表1　一般・特別会計決算額

表2　企業会計決算額

●民生費に約15万1千円

●衛生費に約３万７千円

●公債費に約３万9千円
●土木費に約３万７千円

●総務費に約３万円
●教育費に約３万4千円

区　　分 歳　入 歳　出 歳入歳出差引額

一　般　会　計 921億4,614万円 903億4,938万円 17億9,676万円
（9億185万円）

特
別
会
計

国民健康保険事業 269億9,269万円 257億2,643万円 12億6,626万円
食肉センター事業 2億9,816万円 6億6,523万円 △3億6,707万円

下水道事業 69億7,284万円 69億4,720万円 2,564万円
（2,079万円）

奨学事業 2,433万円 1,305万円 1,128万円
土地取得事業 15億2,255万円 15億2,255万円 −　　

住宅新築資金等貸付事業 6,554万円 6,554万円 −　　
介護保険事業 202億1,197万円 200億4,436万円 1億6,761万円

後期高齢者医療事業 26億226万円 25億919万円 9,307万円
※歳入歳出差引額欄の（　）は、翌年度へ繰り越す事業に充てる財源

平
成
23
年
度  

決
算
の
概
要
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「
３
種
混
合
（
ジ

フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ

き
・
破
傷
風
）」
と

「
不
活
化
ポ
リ
オ
」

を
混
合
し
た
「
４
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
」
の

接
種
が
11
月
１
日
㈭

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

［
対
象
］①
平
成
24
年

８
月
以
降
に
生
ま
れ

た
人
②
平
成
24
年
７

月
以
前
に
生
ま
れ
た

人
の
う
ち
原
則
と
し

て
３
種
混
合
と
ポ
リ

オ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
一
回
も
受
け
て
い

な
い
人
※
②
の
対
象

者
で
４
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
予
診
票

の
交
換
が
必
要
で
す
。
保
健
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
接
種
回
数
］
初
回
接
種
と
し
て
、

20
～
56
日
の
間
隔
を
お
い
て
３
回
、

追
加
接
種
と
し
て
初
回
接
種
終
了

後
12
～
18
カ
月
の
間
隔
を
お
い
て
１

回
の
合
計
４
回
（
左
参
照
）

［
接
種
方
法
］委
託
医
療
機
関
で
年
間

を
通
じ
て
接
種
で
き
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
に
、
３
種
混
合
と
ポ
リ

オ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
い
ず
れ
か
１

回
以
上
受
け
て
い
る
人
は
、
原
則
と

し
て
３
種
混
合
と
単
独
の
不
活
化
ポ

リ
オ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

◆
単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
追
加
接
種
（
4
回
目
の
接
種
）

は
、
定
期
接
種
の
対
象
に
な
り
ま

し
た
。

 

［
問
い
合
わ
せ
先
］
保
健
セ
ン
タ
ー 

 

（
６
５
６
）
０
５
４
０

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
に
な
っ

て
も
で
き
る
限
り
自
立
し
た
日
常
生

活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
23
年
度
の
徳
島

市
介
護
保
険
事
業
の
利
用
状
況
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
高
齢
化
率
の
推
移
と
認
定
状
況

　

徳
島
市
の
高
齢
化
率
は
、
介
護
保

険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
12
年

３
月
に
は
17
・
７
％
で
し
た
が
、
平

成
24
年
３
月
に
は
23
・
８
％
に
上
昇

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
認
定
率
は
、

平
成
12
年
３
月
の
12
・
６
％
か
ら
平

成
24
年
３
月
に
は
23
・
５
％
に
上
昇

し
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
平
均
17
・

８
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す

（
図
１
参
照
）。

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
と
給

付
額

　

高
齢
化
率
・
認
定
率
の
上
昇
に
伴

い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
も

こ
の
12
年
間
で
月
平
均
５
２
７
０
人

（
居
宅
３
４
３
９
人
、
施
設
１
８
３

１
人
）
か
ら
１
万
１
９
７
１
人
（
居

宅
１
万
３
７
人
、
施
設
１
９
３
４

人
）
へ
と
増
加
。
給
付
額
も
平
成
12

年
度
は
約
94
億
円
で
し
た
が
、
平
成

23
年
度
は
約
１
８
１
億
円
に
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

　

内
訳
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
施

設
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
食
費
、
居
住

費
が
原
則
利
用
者
負
担
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
の
影
響
で
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
増
加

を
続
け
て
い
ま
す
。

■
制
度
の
健
全
な
運
営
に
向
け
て

　

市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
に
利
用
状
況
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
年
４
回
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
る

ほ
か
、
介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ

う
、
ま
た
介
護
の
状
態
が
悪
く
な
ら

な
い
よ
う
、
介
護
予
防
の
サ
ー
ビ
ス

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
自
立
し
た
日
常
生
活

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
本
当
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
看
護
師
に
よ
る
血
圧
測
定

や
健
康
相
談
、
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
や
軽

量
ダ
ン
ベ
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
体
操

な
ど
を
行
う
「
元
気
高
齢
者
づ
く
り

事
業
・
運
動
教
室
」
（
右
表
参
照
）

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
介
護
の

必
要
の
な
い
人
も
日
ご
ろ
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

 

［
問
い
合
わ
せ
先
］
介
護
・
な
が
い

 

き
課

（
６
２
１
）
５
１
７
６
・

 

５
５
８
７

図１ 高齢化率の推移と認定状況

図２ 介護サービスの月平均利用者と給付額

徳島東部都市計画　臨港地区の指定と変更
 素案の縦覧、説明会、公聴会を実施します
　埋め立て地の造成や土地利用形態の変化などに伴い、徳島東部都市計画における徳島小松
島港と今切港の臨港地区について見直しを行います。見直しにあたり、臨港地区の指定と変更
の素案を縦覧するとともに、説明会と公聴会を次のとおり開催します。
■素案の縦覧
［とき］11 月 7 日㈬～ 21 日㈬
［ところ］都市政策課（市役所４階）、県庁都市計画課、小松島市役所都市整備課
■説明会
［とき］11 月 12 日㈪ 19:00 ～　［ところ］沖洲マリンターミナル 2階マリンホール（東沖洲２）
■公聴会
［とき］12 月 17 日㈪ 15:30 ～　［ところ］沖洲マリンターミナル 2階マリンホール
［公述の申し込み方法］市に在住・在勤・在学の人で、同計画素案について公聴会で意見陳述を
希望される人は、意見の要旨、陳述の理由、住所、名前、電話番号を書いたものを、11 月 21 日
㈬（必着）までに郵送、ファクスまたは直接都市政策課（〒 770 － 8571  幸町２－５　 621
－ 5273）へ。市ホームページ「電子申請」からも申し込みできます。※申し込み多数の場合は抽
選などにより公述を制限する場合があります。公述の申し出がない場合は公聴会は開催しません。
［問い合わせ先］都市政策課（ 621 － 5265）、県都市計画課（ 621 － 2565）

11月３日は自由と平和を愛し、
 文化をすすめる日
　11 月３日の文化の日は、「自由と平和を愛し、文
化をすすめる日」です。昭和 21 年のこの日に、戦
争放棄、主権在民、基本的人権の尊重を基本理念と
した日本国憲法が公布され、これを記念し、平和へ
の意思を基盤とする文化を発展、拡大させようと制
定されました。
　しかし、今でも世界各地では、民族紛争、領土紛
争などの争いが絶えません。戦争は残虐であり、む
なしさしか私たちに残しません。真の文化の発展
は、自由と平和から生まれます。
　今、私たちが住んでいる徳島市は、水と緑に恵ま
れた平和で自由な美しい街です。この幸せを後世に
も引き継いでいくために、「平和である」「自由であ
る」ということはどんなに素晴らしいことかを、あ
らためて考えてみましょう。
［問い合わせ先］総務課（ 621 － 5016）

◆４種混合予防接種の接種スケジュール

※ 20 ～ 56 日の間隔を超えた場合は、定期接種対象外になります
（ただし、発熱などの理由により接種できなかった場合は除く）。

接種
回数

20～56日
の間隔

20～56日
の間隔

12～18カ月
の間隔

1回目 2回目 3回目 追加
(4回目)

4回

初回接種（3回） 追加接種（1回）

17.7

19.4

20.8

22.8 23.8
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12年度 15年度 18年度 21年度 24年度

%

高齢化率：本市の人口に対する65歳以上人口の割合
認定率：65歳以上人口に対する認定者数の割合

認定率（徳島市）

徳島市
高齢化率

認定率（全国）

67.1　 85.3　 85.8　 70.5　 67　 64.8　 64.867.1　 85.3　 85.8　 70.5　 67　 64.8　 64.8
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109.2

116.5

3,439 5,214 

7,522 

8,622 8,896 
9,659 10,037 

1,831 
2,103 2,155 2,081 2,017 1,944 1,934 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

140 

160 

180 

200 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

14,000 

12年度　14年度　16年度　18年度　20年度　22年度　23年度

億円人

居宅（給付額） 施設（給付額）
居宅（利用者数） 施設（利用者数）

◆元気高齢者づくり事業・運動教室
[対象]医師から運動を制限されていないおおむね65歳以上の人
[利用料]１回300円

地区 曜日・時間（予定） 開催場所
新町 月 9:30 ～ 11:30 新町公民館

東富田 火・木 10:00 ～ 12:00 市社会福祉センター分館※第 2・4 火は休み
上八万 木 13:00 ～ 15:00 上八万コミセン
内町 月・木 9:30 ～ 11:30 内町公民館

沖洲 月・木 ①   9:30 ～ 11:30 
② 13:00 ～ 15:00 沖洲コミセン

不動 火・木 9:30 ～ 11:30 不動総合センター
南井上 火・金 9:30 ～ 11:30 南井上コミセン
昭和 金 10:00 ～ 12:00 昭和コミセン

多家良 木 10:00 ～ 12:00 丈六コミセン
佐古 水・金 10:00 ～ 12:00 佐古コミセン

加茂名 月 9:30 ～ 11:30 加茂名コミセン
応神 火・金 9:30 ～ 11:30 応神コミセン
渭北 月 13:00 ～ 15:00 渭北コミセン

川内 月 9:30 ～ 11:30 川内公民館木 13:00 ～ 15:00
八万 月・金 9:30 ～ 11:30 八万公民館
渭東 月・木 9:30 ～ 11:30 住吉・城東コミセン
勝占 金 13:00 ～ 15:00 勝占東部コミセン
津田 月 13:00 ～ 15:00 市勤労者体育館
国府 木 9:30 ～ 11:30 国府公民館

※開催曜日と時間は変更になることがあります。詳しくは、お問い合わせください。

平
成
23
年
度
介
護
保
険
の
　
　

利
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

11月１日から４種混合
ワクチン接種が始まります
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募　 集

ふれあいパソコン講座
①11月10日㈯13:00～16:00

②11月14日㈬13:00～16:00、
24日㈯9:30～12:30、28日
㈬9:30～12:30（いずれか１
回） ふれあい健康館 ①ブロ
グ作成②年賀状作成 各５人

（抽選） 4,200円（テキスト代
込み）

はがきに〈講座名/受講日/
住所/名前/性別/年齢/電話番
号〉を書い て 、 講 座 開 催 日
の７日前（必着）までに、ふれ
あい健康館（〒770-8053　
沖浜東２-16　 657-0194）へ
★電子申請可

ガラス製赤ちゃん記念品制作
11月11日㈰９:00～12:00、

13:30～16:30 徳島ガラスス
タジオ（勝占町中須） ガラス
製の足形や手形を制作 足形
３カ月児～/手形１歳児～
各10人（先着） １個4,000～
5,000円

同スタジオ（ 669-1195）

糖尿病予防大作戦 健康教室 
11月12日㈪13:00～15:00

保健センター会議室 （ふれあ
い健康館３階 ）  「健診から
わかる自分のからだ」 をテー
マに自己血糖測定と保健師・
管理栄養士によるからだ・栄
養の話 筆記用具、健康手帳

65歳未満の市民 20人（先
着）

同センター（ 656-0534）

ダイエットウオーキング教室
11月15日㈭13:30～15:00

保 健センター 会 議 室（ふれ
あい健康館３階） ウオー

キングの正しい知識と方法
を学びます 医師から運動制
限を受けていない市 民（本
年度開催した同教室に参加
していない人に限る） 20 
人（先着） 運動しやすい服
装、靴、タオル、水分補給の
水など

同センター（ 656-0534）

応急手当の実技講習会 
11月18日㈰13:00～16:00

東消防署（新蔵町１） 人工
呼吸法▶胸骨圧迫▶ＡＥＤ

（自動体外式除細動器）の取
り扱いなど

東消防署（ 656-1195）、
西消防署（ 631-0119）

くらしの講座
11月19日㈪13：30～15：00 
内町公民館会議室（アミコ

ビル５階）「ごみの減量とリ
サイクルについて」をテーマに
市ごみ減量担当者が講演を行
います。 市民 40人（先着）

消費生活センター（ 625-
2326）

筋力アップでアンチエイジン
グ体操

12月６日～平成25年３月７
日の毎週木曜日 （12月27日と
１月３日を除く） 13 :30～
14:30 市立体育館2階（多目
的ルーム） 筋力トレーニング
と有酸素運動でエネルギーを
消費しやすい若々しい体をつ
くりましょう 本年度特定健
診を受診し、 医師から運動を
勧められている65～74歳の 
市民 20人 （先着） 運動 
しやすい服装、 上履き用運動
靴、 タオル、 水分補給用の水
など

保 健 センター（ 6 5 6 -
0534）

催　 し

考古資料館記念講演会
① 1 1月４日㈰ 1 4 : 0 0 ～

16:00②11月18日㈰14:00～
16:00

① 「同笵 （はん） 鏡と三角
縁神獣鏡」 岩本崇さん （島根
大学法文学部准教授）② 「卑
弥呼の鏡とその周辺～九州地
方を中心として～」 辻田淳一
郎さん（九州大学大学院人文
科学研究院准教授）

同館（ 637-2526）

おしらせ

高齢者インフルエンザ予防接
種を実施します

平成25年１月15日㈫まで
市内の委託医療機関 （名簿を
市役所１階案内、 各支所、 保
健センターで配布するほか、 
市HPにも掲載） 市に住民
票のある人で▶65歳以上の人
▶60～64歳で心臓、 腎臓、 
呼吸器に重い病気のある人
1,800円 （生活保護世帯に属
する人は無料）
※接種を受ける際には、 住
所・名前・生年月日が確認で
きる保険証などを必ずお持ち
ください。

保 健 センター（ 6 5 6 -
0540）

国民健康保険料の納付は便利
な口座振替をご利用ください
　11月は「国民健康保険料の
口座振替推進月間」です。 口
座振替をご希望の人は、預貯
金通帳とその印鑑、納入通知
書をお持ちの上、 口座のある
金融機関 （通知書に記載） で
手続きをしてください。

保険年金課（ 621-5384）

農地の貸し借りの申し出を受
け付けます
　市では農業経営基盤強化促
進法による農地の貸し借り 

（利用権設定） の申請を受け
付けています。
　利用権設定の主な特徴は▶
農地法の許可が不要▶契約期
間が過ぎれば離作料を支払う

ことなく必ず農地を返しても
らえる などです。

市街化調整区域内の農地
で、借り手は経営規模の拡大
を志向する農家

貸し手・借り手の印鑑、 貸
借する土地の登記事項証明書
を持って、 11月９日㈮までに
農業委員会事務局（市役所３
階　 621-5393）へ

オレンジリボン運動を 
ご存じですか
　オレンジリ
ボン運動は、 
子どもの虐待
防止の象徴と
してオレンジ
リボンを広め
る市民運動です。
　オレンジリボンには子ども
の虐待の現状を伝え、虐待を
防止し、虐待を受けた子ども
が幸福になれるようにという
気持ちがこめられています。
　11月は児童虐待防止推進月
間で、 テーマは 「気づくのは
あなたと地域の心の目」 で
す。 
皆 さん の 周 りで も  「 もし 
や虐待では」 と思われたとき 
は秘密は厳守しますので、 子 
育て支援課または女性相談セ
ンター （児童相談所） へ早め
にご相談ください。

同課（ 621-5122）、同セン
ター（ 622-2205）

中津峰森林公園の遊歩道が通
行止めになります
  平成25年2月28日㈭まで、
保安林機能強化のための間伐
事業を実施するため、 中津峰
森林公園内の一部の遊歩道が
通行止めになります。
　ご迷惑をおかけしますが、 
ご協力をお願いします。

農林水産課（ 621-5245）

西部公園に隣接する市道は通
行可能になりました
　西部公園に隣接する市道眉

山・西部観光線は、山腹崩壊
対策工事のため全面通行止め
になっていましたが、現在は通
行可能となっています。長らく
のご協力ありがとうございまし
た。

道路建設課（ 621-5334）

電気設備定期点検に伴う各種
サービスの休止
　11月３日㈷7:00～21:00に
市役所本館の電気設備定期点
検を実施します。 点検中は次
の業務を休止しますのでご注
意ください。
▶ホームページによる情報の
提供・電子メールによる問い
合わせなど

広報広聴課（ 621-5091）
▶住民票の写し・印鑑登録証
明書の自動交付機の利用（市
役所本館１階と駅前アミコビ
ル地下１階）

住民課（ 621-5140）

阿波おどりの練習はマナー
を守ってください
　市内の公園や河川敷などで
阿波おどりの練習をする皆さ
んは、 「必要以上の鉦 （かね） 
や太鼓など鳴り物の音を出
さない」 「夜遅くまでの練習
をしない」 「路上駐車などを 
しない」 などのマナーを守り、 
周辺住民の皆さんの迷惑とな
らないよう十分配慮をお願い
します。

観光課（ 621-5232）

 眉山再発見山登り（ウオーキング）
 大会の参加者を募集
［とき］11月24日㈯10:00～（受け付けは9:30～9:45。雨天時は12
月１日㈯に順延）
［コース］阿波おどり会館前観光バス駐車場（集合場所）～眉山山頂
（約60分）
［対象］小学生以上で山登りができる健康な人（ただし小学生は
保護者同伴のこと）
［定員］200人（先着）
［参加費］無料
※特典として、完歩認定証、食事券（お
にぎりなど）、かんぽの宿徳島割り引き
入浴券などを進呈。山頂にてお楽しみ
抽選会あり。
［申し込み方法］往 復 は がき（１枚 につき１人 ）に 、住 所 、名
前、年齢、電話番号、返信宛名を書いて、徳島市観光協会（〒
770－0904　新町橋２－20　阿波おどり会館内　 622ー4010）へ

 とくしま植物園の各教室参加者を募集

［対象］市内在住・在勤・
在学の人
［申し込み方法］はがきに
教室名、住所、名前 （ネ
イチャーゲーム教室は参
加者全員の名前と年
齢）、電話番号を書い
て、11月10日㈯（必着）
までに、とくしま植物園緑の相談所（〒771－4267　渋野町入道45－１　 636ー
3131）へ。市ホームページ「電子申請」からも可。

11月は固定資産税
第4期分の納期月です
納期限は11月30日㈮

教室名 日時 内容 定員・受講料

フラワーアレンジ
メント クリスマス
特別教室

11月28日㈬ 
13:30～15:30

クリスマス
リース

各19人（抽選） 
2,000円

ドライフラワー
アレンジメント
教室

11月29日㈭ 
10:00～12:00

クリスマス
アレンジ

各15人（抽選） 
1,500円

ハンギングバス
ケット教室

12月１日㈯ 
10:30～12:00

新年を明るく
飾るハンギング

20人（抽選） 
2,000円

ネイチャー
ゲーム教室

12月2日㈰ 
9:30～12:00

落ち葉や
どんぐりで
遊ぼう　

小学生から高齢者ま
で30人程度（抽選） 
100円（保険料）

押し花教室
（冬コース）

12月４日㈫ 
10:00～12:00

年賀状と
ぽち袋づくり

15人（抽選） 
500円

11月の休日窓口
（毎月第２・４日曜日）
11日㈰・25日㈰8:30～

12:00 市役所１階 住民異
動届、住民票･戸籍謄抄本の
交付、印鑑登録など

さわやか窓口相談室（
621-5039）
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ま
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。
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に
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消
防
局
で
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予
防
運
動
期
間
中
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住
宅
火
災
の
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止
と
火
災
に
よ
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死

者
数
の
低
減
に
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点
を
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き
、一 

人

暮
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し
の
高
齢
者
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防
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訪
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用
火
災
警
報
器
の
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置
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促
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ど
、
市
内
各
地
で
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事
を
実
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。

こ
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も
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防
カ
ー
ニ
バ
ル
を

11
月
11
日
に
開
催
！
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、
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
消
防
業
務
の
紹
介
や
防

火
意
識
の
啓
発
な
ど
を
目
的
に
、

「
こ
ど
も
消
防
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

［
と
き
］11
月
11
日
㈰
13
時
～
15
時
30

分
（
雨
天
中
止
）

［
と
こ
ろ
］
と
く
し
ま
動
物
園

［
内
容
］
▽
消
防
体
験
コ
ー
ナ
ー
＝
初

期
消
火
、
放
水
、
救
助
、
応
急
手
当

な
ど
の
体
験
▽
防
火
・
防
災
コ
ー
ナ

ー
＝
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示
・

説
明
、
相
談
▽
こ
ど
も
コ
ー
ナ
ー
＝

消
防
車
の
ち
ぢ
み
ク
ラ
フ
ト
の
制
作

や
消
防
車
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の

配
布
▽
紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
▽
消
防
車

両
の
展
示
お
よ
び
写
真
撮
影
コ
ー
ナ

ー
な
ど

［
参
加
費
］無
料
。た
だ
し
、
動
物
園

の
入
園
料
（
大
人
５
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料
）
が
必
要
。

 

［
問
い
合
わ
せ
先
］
消
防
局
予
防
課

  

（
６
５
６
）１
１
９
３
、当
日
雨
天

 

時
は

（
６
５
６
）
１
１
９
０

　

徳
島
市
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
あ
い
実

行
委
員
会
と
徳
島

市
は
、
だ
れ
も
が

自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
11
月

10
日
㈯
～
12
月
８

日
㈯
、「
女
と
男

心
豊
か
に
生
き
る

希
望
を
つ
む
ぐ
」

を
テ
ー
マ
に
「
２

０
１
２
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
あ
い
～
ひ
と

り
ひ
と
り
が
輝
く

た
め
に
～
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
講
演
会
の
ほ

か
、
多
彩
な
内
容

の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
の

で
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
徳
島
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

［
と
き
］11
月
25
日
㈰
13
時
30
分
～
15

時
（
開
場
は
13
時
）

［
と
こ
ろ
］あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
県
郷

土
文
化
会
館
）
４
階
大
会
議
室

［
内
容
］講
演
会
「
共
に
歩
み　

共
に

輝
く
～
エ
プ
ロ
ン
は
ず
し
て
夢
の
山

～
」

［
講
師
］
田
部
井
淳
子
さ
ん
（
登
山

家
）
＝
左
写
真

［
定
員
］４
０
０
人
（
抽
選
）

［
申
し
込
み
方
法
］住
所
と
名
前
を
は

が
き
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
、
11
月
14
日
㈬
（
必
着
）
ま
で

に
、
徳
島
市
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
あ
い

実
行
委
員
会
〈
〒
７
７
０-

０
８
３

４　

元
町
１
丁
目
24　

ア
ミ
コ
ビ
ル

４
階　

徳
島
市
女
性
セ
ン
タ
ー
内

（
６
２
４
）
２
６
１
２　

josei_
center@

city.tokushim
a.lg.jp

〉
へ
。

※
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
参
加
無
料
。
１

歳
～
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
を
対

象
に
し
た
託
児
が
あ
り
ま
す
。
託
児

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
日
３
日
前
ま
で
に
、
女
性
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

［
問
い
合
わ
せ
先
］
女
性
セ
ン
タ
ー

  

（
６
２
４
）
２
６
１
１

●ミニイベント（11/10〜12/8）※申し込み不要
開催日 時間 内容 場所

11/10㈯ 13:30～16:00 講演　母娘かんけい第３弾 
「私は私。母は母。」

シビックセンター活動室３
(アミコビル４階）

11/16㈮ 13:30～15:30 講演 「介護保険の仕組みと今後の動向
について」

シビックセンター活動室３
(アミコビル４階）

11/17㈯ 10:30～12:00
講演・ワークショップ こころのケアＰａｒｔ２ 

「グリーフワーク～喪失と悲嘆により添うた
めに～」

ふれあい健康館２階
第４会議室

11/17㈯ 13:30～16:00 講演 「男だてら」に「女泣き」～日本むか
し話からひもとく私とあなた～ アミコビル３階第２会議室

11/17㈯ 14:00～15:30 朗読会 「平家物語」の女性たち ヨンデンプラザ徳島
（寺島本町東２）

11/18㈰ 13:30～16:00
講演・ワークショップ 「日本女性会議
2012仙台」報告と来年度阿南大会につ
いて

アミコビル３階第２会議室

11/22㈭ 
・23㈷ 
・24㈯

９:30～16:30
（最終日は
12:30まで）

絵画・写真展 
世界遺産と世界の学校写真展 
絵で伝えよう！わたしの町のたからもの
絵画展

ふれあい健康館１階
きっかけ空間

11/23㈷ 13:30～17:00 要約筆記者になろう ふれあい健康館２階
第４会議室 

12/7㈮
・8㈯

11:00～16:00
（2日目は10:00～）

合同手芸・俳句作品展 
～ぬくもりのある世界を覗いてみませんか

（手まり・折り紙・刺しゅう・俳句など）～
シビックセンターギャラ
リー（アミコビル３階）

とくしま動物園で
「恐竜展」を開催します
［とき］11月３日
㈷・４日㈰
［ところ］とくしま
動物園動物園セン
ター、 とくしまフ
ァミリーランド
［内容］▷動物園センター＝飛び出す３Ｄ恐竜
展（ポスター、動画）＝写真はイメージ、デ
イノニクスフィギュア、スピノサウルス上
半身フィギュア、化石などを展示▷ファミリ
ーランド＝ティラノサウルスウオーキングショー

（11:00～11:30/13:00～13:30/14:30～
15:00）
［入園料］大人500円、中学生以下無料
［問い合わせ先］とくしま動物園（ 636－
3215）

　

市
民
の
皆
さ

ん
と
市
長
が
意

見
交
換
す
る
わ

が
ま
ち
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
「
市
長

と
一
緒
に
熱
々

ト
ー
ク
」
が
10

月
11
日
㈭
、
ふ

れ
あ
い
健
康
館

で
行
わ
れ
、「
阿

波
の
伝
統
文
化
を
守
り
伝
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
の
は
、
阿
波
人
形

浄
瑠
璃
「
平
成
座
」、
阿
波
ぞ
め
き

「
渦
の
会
」、
藍
染
め
な
ど
の
講
座

を
行
っ
て
い
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｅ-

Ｏ
Ｒ

Ｉ　

藍
」
の
３
団
体
15
人
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
伝
統
文
化
を
広
め

て
い
く
た
め
の
課
題
や
方
策
な
ど
に

つ
い
て
話
し

合
い
ま
し

た
。

　

活
動
分
野

が
異
な
る
３

団
体
が
共
通

し
て
挙
げ
た

の
は
「
発
表

の
場
が
も
っ

と
ほ
し
い
」

と
い
う
課
題
。

こ
の
ほ
か
、

各
団
体
か
ら

は「
人
形
浄
瑠
璃
は
、発
表
や
稽
古

の
場
所
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い

の
で
、市
内
に
み
ん
な
で
共
有
で

き
る
練
習
や
発
表
の
場
所
が
ほ
し

い
」「
藍
染
め
作
品
の
展
示
も
短

期
間
で
は
な
く
常
設
展
示
で
き
る

場
所
や
、い
ろ
ん
な
分
野
の
人
が

交
流
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
い
い
」「

阿
波
お
ど
り
も
見
る
人
と
踊
る
人

に
も
っ
と
接
点
が
ほ
し
い
。
そ
う

す
れ
ば
も
っ
と
活
気
が
で
る
の
で

は
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

原
市
長
は
「
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
を
守
る 

一 

方
で
、
進
化
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
。
文
化
行
政
は

一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
幅
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

 

［
問
い
合
わ
せ
先
］
広
報
広
聴
課

 
 

（
６
２
１
）
５
０
９
１

　消防法と徳島市火災
予防条例により、昨年
６月から全ての住宅に
住宅用火災警報器の設
置が義務づけられてい
ます。まだ設置してい
ないご家庭は、早急に設置してください。
　製品購入の際には、日本消防検定協会の鑑定
に合格した「鑑定マーク（ＮＳマーク）」が付
いた製品を選びましょう。
　すでに設置しているご家庭は、電池切れなど
がないよう、警報器を点検し、維持管理に努め
てください。
　また、不適正な価格での販売や無理強い販売
など悪質な訪問販売にはご注意ください。

［問い合わせ先］消防局予防課（ 656－1193）

  設置していますか？
 　住宅用火災警報器

「阿波の伝統文化を守り伝える」をテーマに
「市長と一緒に熱 ト々ーク」を開催しました

秋
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施

「
消
す
ま
で
は 

出
な
い
行
か
な
い 

離
れ
な
い
」

～ 女と男 心豊かに生きる 希望をつむぐ ～

「2012フェスティバルあい」を開催


